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２３議会第３４９号
平成２３年１１月７日

高山市長　國島 芳明 様 高山市議会
議長　　車戸 明良

障がい者福祉についての提言について

　標題について、高山市議会基本条例第２条及び第１２条の規定により、下記に
ついて提言する。

提言内容
１．障がい児（者）が生涯にわたり（親亡き後においても）、安心して暮らすことが
できる地域にするため、障がい児（者）福祉計画において、明確な施策を具体
的に示すこと。

２．児童デイサービスの質の向上と平準化に向け、サービスの中核となり情報発信
および相談機能等を有する窓口を設置すること。

３．早急に児童デイサービスセンターを拡充するため、「第二あゆみ学園（仮称）」
を増設するなどして※療育が必要な子供たちに対応できる体制を整備するこ
と。
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